1オクターブ笛をつくろう
[image: ]
パイプで音が鳴るとき，パイプは，開管といって両端が腹となった定常波ができる場合と，閉管といって一方が腹，他方が節となった定常波ができる場合があります。フルートでは両端が腹となる定常波ができています。ストローを使って笛を作ってみましょう。
[image: ]　　　　　
ラは4.8㎝に修正；この写真は，ブラッシュアップしたいの協力お願いします！


[bookmark: _GoBack]材料：タピオカストローまたは透明塩ビ管，あるいはストローを8本程度，セロハンテープ，プラコップや空き缶など 
工作：ストローを8本準備し、次の長さに切ります。
ド　8.0cm，レ　7.1cm，ミ　6.3cm，ファ6.0cm
ソ　5.3cm，ラ　4.7cm，シ　4.2cm，ド　4.0cm

実験：
1． ストローなどで作った場合は，開管だと鳴りにくいので，閉管にします。
2． 共鳴箱になるものを考えてみましょう。
解説：
　音速vが340m/sのとき，ラの音の振動数は440Hzなので，波長λ1は，

		
となります。開管であれば，開口端補正を考えない場合，パイプの長さは38.6㎝です。実際には，開口端補正を考えてその位置に定常波の腹がありますから，管の長さはそれより短くなります。
[image: ]
開管の場合，１オクターブ高いラになると，図の倍振動となるので，パイプの長さは1/2となります。つまり，19.3㎝です。3倍振動では２オクターブ高いラになります。この場合は，パイプの長さはさらに半分になり，9.6㎝です。なお，同じ理由によりパイプの実際の長さはそれらより少し短い長さになります。
ところで，もし底に指でふたをして閉管にした場合，f=440Hzのラの音が鳴る管の長さL1はどうなるでしょうか？
[image: ]
上図のように，L1=19.3㎝となります。実際には，開口端補正を考えてその位置に定常波の腹がありますから，管の長さはそれより短くなります。上のラの場合は振動数は2倍の880Hzなので，そのときの波長λ2は，

		
となり，管の長さL2は，

		
です。やはり，1オクターブ上の音との長さは半分です。
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